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化学プラントでは、可燃性や毒性の物質が大量に貯蔵され、それが爆発等の事故が発生

すると周辺に多大な損害を与えることがある。そのため、事故発生の防止対策が種々取ら

れているが、その対策への必要性や逼迫性を考えるうえで、発生が予想される事象とその

影響を評価することが重要である。今回のトワイライトセミナーは、事象と影響を評価す

るため、ワーストケースシナリオを想定して、その対策を立てる手法の講演であった。

講演の内容は、基本的な用語の解説から説明され、リスク[特定の条件で起こりうる有害

な事象(死傷、疾病、物損)の予想される発生確率(または可能性)とその影響の大きさ：リ

スク＝ハザードの大きさ×ハザードの起こり易さ]や、ハザード[ある状況下で、人、物お

よび環境に不利益な影響を起こしうる事象またはシステムに固有する性質]と言った普段

よく耳にしているが、明確に理解されていない事柄を事例に基づいて説明され、今回の講

演内容を理解するうえで大いに役立った。そして本セミナーのワーストケースシナリオの

解析を簡易的に影響度評価する手法が紹介されたあと、本格的な安全性評価手法を複数紹

介された。其々が有する問題点を説明し、そのなかで現在有力な手法とされている HAZchart

手法が紹介された。最後に HAZchart手法を用いて、実際に化学プラントで問題となってい

る事例を解析した。

講演後、受講者から数多くの質問があり、質疑応答の時間が 30分におよぶ大変盛況な講

演会であった。
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